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海洋スポーツセンターでは、大隅地域で同時多発的に押し進められているウォーターフロント開発事業への協力に加え、「地域発イノベーションの創出」に取
り組むことを継続的な課題としています。平成31年度（令和元年度）は主に、鹿屋市や垂水市等における海洋スポーツ振興事業に協力すること、また、それらの
振興事業に資することを目的に、海岸線の踏査を行うこと、各種海洋スポーツ種目に取り組みやすいよう指導者の参考となるテキストを作成することを進めまし
た。加えて、各事業体でそれぞれに行っているウォーターフロント開発事業に対し、相互に運営協力できることを想定して、コンソーシアム等設置の検討にも取
り組んでいます。このようなことによって、他地域にはない充実した意義のあるマリンスポーツ活動の充実を図るための事業を進めてきました。

2019（令和元年度）重点プロジェクト事業報告

事業概要

【概要】

錦江湾において、初心者を対象としたシーカヤックイベント（マラソンや駅伝など）
実施の可能性を検討するため、鹿屋市高須～垂水市浜平までの海岸線について、実踏調
査を行いました（図１）。

鹿屋体育大学海洋スポーツセンターから、垂水市マリンパークへ向かうコースをとり
ました。踏査日は、真横から風を受け、若干追い風のる南東の風・オフショアでした。

その条件において、約18ｋｍで約5時間の調査工程でした。

なお、調査員は、海洋スポーツセンター、合同会社Ocean’s Club、Paddlersに所
属する者5名で、相互に協力体制を検討しながら行われました。

今後の事業の展望

令和元年度、マリンスポーツの健康増進への効果について情報発信することも行っています（論文投稿中）。マニュアル等の実用書は、授業および公開講座（市民
講座）を中心に活用します。また、指導者のための教本ですが、一般市民の皆さんを、海へ誘う実用書としても有効と思いますので、テキストとして近い将来、出版
することを計画しています。

また、大隅半島における、地域住民・国内外旅行者等の海洋スポーツ施設利用状況や、利用者の海洋スポーツに対する意識等について、各事業所等の協力を得なが
ら情報収集したいと考えています。そして、各事業所のネットワークを維持管理するコンソーシアム的組織の設立を、公的機関または民間団体に働きかけるためのエ
ビデンスが整理されることを目指しています。将来的には、地域経済の活性化、雇用の創出が可能な事業が成立し、雇用基盤が整備されることを期待するものです。

●海洋スポーツ活動における指導者および参加者双方に有利な「マリンス
ポーツマニュアル（カヌー編）」を作成しました。

道具の準備から片付け、実際の漕ぎ方やトラブル時の対処法まで、図を用
いて初心者でも分かりやすい資料となっています。また、各所にポイントや
注意点も含まれており、トラブルの未然防止にもつながります。

【海洋スポーツ研究第２５号 P.52～90に全文掲載】

マニュアルの実例

●予想されるトラブル時の対処法も詳しく記載しています。

事業1．シーカヤックによるイベント・ツアー
プログラム検討のための海岸線調査

事業2．カヌー技術指導マニュアル

【成果】

今回の踏査は、設定したコースの概要を知ることに大きく役立ちました。聞き及ぶ情
報、机上の調査で得ていた情報を確認しながら、より詳細な調査が必要な場所、施設、
あるいは関連団体へ相談・調整すべき内容が明確になりました。その意味で、クリアす
るべき課題を浮き彫りにした、スクリーニング的な踏査となったといえます。

また、近隣の海洋スポーツ施設のスタッフと共同での踏査であって、それぞれのエリ
アで日々行っている海洋スポーツ活動の経験値について情報交換できたことは、大きな
収穫でした。企画者側の実質的なネットワークの礎を作る第一歩といえます。

【課題】

今回、具体的に明らかとされた課題を一つずつ整理していくことです。そして、可能
なプログラムまたはイベント計画を、近隣施設や大隅半島の市町村と共有していきたい
と思います。それによって、大隅地域の海洋スポーツ振興の全体像を把握・調整する、
何らかの組織構成（コンソーシアム等）の発生を期待して行っています。

図１ 踏査コースと上陸ポイント

●道具の説明や使い方など、分かりやすく図説しています。

●各所に指導する際のポイントや注意点が記載されています。

今後は、種目に関係なく、海洋スポーツ活動における安全を確保するた
めの、準備や行動の留意点や、実際のヒヤリハッと事例を示した、安全に
関する教本の作成を行い、昨年度作成の「マリンスポーツマニュアル
（SUP編）」も含めて、パドルスポーツのハウ・ツー本としてまとめてい
きます。実用書の映像化も検討しています。

課題：実用書の継続的編纂


	スライド番号 1

